
日本共産党は県政を転換します

日本共産党

県議会改革
日本共産党は県政調査費の領収
書添付による全面公開を他党派
に先がけて実施してきました。

日本共産党は志位和夫委員長
を本部長とする「対策本部」を
設置。全国に物心両面の支援
をよびかけています。

救援募金の送付先

【郵便振替口座】
00170 �7�98422

【口座名義】
日本共産党中央委員会

※通信欄に「地震救援募金」とお書
きください。近くの共産党事務
所、党支部でも受け付けます。
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。
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取
り
あ
げ
る
こ
と
を
な
く
す
よ
う
に
追
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と
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と
り
あ
げ
を
半
分
に
減
ら
し
ま
し
た
。

県民のために働く県議が必要です
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東日本大震災 県民要求実現の力

　

県
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事
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埼
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。
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携
協
定
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日
本
農
業
を
破
壊

し
食
の
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と
安
定
的
な
食
糧
供
給
を
大
き
く
脅
か
し
ま

す
。「
安
全
な
食
料
は
日
本
の
大
地
か
ら
」。
日
本
共
産
党

は
国
民
の
共
同
を
広
げ
、農
林
業
再
生
へ
転
換
し
ま
す
。

●
す
べ
て
の
議
員
に
発
言
権
を
保
証
し
ま
す
。

●
県
政
調
査
費
を
例
外
な
し
に
全
面
公
開
し
ま
す
。

●
高
す
ぎ
る
議
員
歳
費
と
県
政
調
査
費
を
2
割
（
3
億
円

以
上
）削
減
し
ま
す
。

　埼玉県は県の仕事を市町村や民間につぎつぎまる投げ。県独自の福祉を切り捨て、「住民福祉の向上」とい
う県政のいちばん大切な精神を失っています。こんどの県議会議員選挙はこの県政を変えるチャンス。悪政
を許さず、県民本位の県政への改革の展望をもつ日本共産党を大きく伸ばしてください。
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福
祉
を
切
り
す
て
る

自
民
・
民
主
・
公
明
の

財政力は全国６位

民 生 費
教 育 費
老 人 福 祉 費
児 童 福 祉 費

45位
46位
46位
47位

水あまりなのに
八ッ場ダムの建設に800億円以上
　首都圏は水あまり状態。これ以上のダムは必要ありません。
しかし、埼玉県議会の自民も民主も公明も建設推進の立場です。

が
県
政
の
仕
事
な
の
に

「福祉の向上」

新年度予算では55億円を計上
これを県民のために使えば
●保育所（定員60人）なら110カ所
●特別養護老人ホーム（50床）なら36カ所
●子ども医療費助成制度を中学卒業まで無料に（25億円）

その
一方で

県民のために働く県議が必要です

30
自
治
体
で

国
保
証
の
と
り
あ
げ
を
中
止

と
こ
ろ
が

●定時制高校生への
　一食52円の給食費補助を廃止
●在宅重度障害者手当は
　65歳以上は支給の対象外に
●県外私立高校生への県独自助成を廃止
●市町村国保への県独自補助を廃止
※埼玉県の国保税は全国平均より1人7000円も高いのに…
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県民の願いには背をむける
　「30人学級の実現」「子ども医療費助成制度

の拡充」などの請願を自民・民主・公明は否決
。

県民の願いに背をむけています。

　埼玉県は県の仕事を市町村や民間につぎつぎまる投げ。県独自の福祉を切り捨て、「住民福祉の向上」とい
う県政のいちばん大切な精神を失っています。こんどの県議会議員選挙はこの県政を変えるチャンス。悪政
を許さず、県民本位の県政への改革の展望をもつ日本共産党を大きく伸ばしてください。

※1人あたりの金額・県と市町村財政の合計額

「
オ
ー
ル
与
党
」


